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【機密性２】
物流分科会における検討のスコープ

■今年度の主な検討対象

○「無人航空機の目視外及び第三者上空等での飛行に関する検討会」で今年度の主な検討対象とす
る「①無人地帯、有人機と空域分離された状態での目視外飛行」に係る要件について検討

例① 山間部、海上等のうち、指定された空域の飛行による物流拠点間の輸送

○「②無人地帯、有人機と同じ空域における目視外飛行」、「③第三者上空における目視外飛行」に係
る要件について検討すべき論点を整理

例② 災害時等において、山間部、海上等の飛行による物資輸送拠点間等の輸送
例③ 宅地・市街地等の飛行による宅配

○機体種類に依らない要件について検討・論点整理

■検討の手順
１）まずは、①のうち２地点間・単機運航のケースにおける要件ついて検討
２）続いて、①のうち２地点間・複数機運航のケースにおける要件について検討

３）これら結果を踏まえて、①のうち多地点間・複数機運航のケース、②災害時等のケース、③第三者
上空のケースにおける要件について論点を整理
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■物流分科会の検討事項 （資料１より）
無人航空機による荷物輸送を実現するため、「無人航空機の目視外及び第三者上空等での飛行に関する検討会」

の検討事項である目視外及び第三者上空等での飛行に一般的に求められる要件等に加えて検討すべき事項
（特に無人航空機の物流での利用について、機体の機能及び性能、無人航空機を飛行させる者並びに安全を確保す
るための体制に求められる要件等）



【機密性２】

分類

目視外（及び第三者上空等）の飛行に係る要件

一般的に求められる要件
※想定される論点（検討会資料から作成）

物流での利用

想定される論点
物流での利用に

追加的に求められる要件

離陸時
・機体・装備品の信頼性
・通信の信頼性
・飛行経歴、知識、能力

・荷物の落下防止対策
・離陸地点の安全確保

【機体（UAS）】
・輸送基準（耐荷重、荷姿、取付
方法等）を明確にすること

・着陸や荷物取卸しを安全に行え
ること

・荷物落下による危害を抑制する
こと

・・・

【飛行させる者（Personnel）】
・荷物を安全に輸送するために必
要となる飛行経歴、知識、能力
を有すること

・荷物輸送に対する保険に加入
すること

・・・

【運航（Operation）】
・着陸や荷物取卸しを安全に行え
ること

・荷物を安全・確実に受け渡せる
こと

・・・

飛行中

・機体状態の把握と対応
・周囲環境の把握と対応
・異常発生時の飛行継続／中断
・落下・衝突時の危害抑制
・機体・装備品の信頼性
・通信の信頼性
・耐環境性
・飛行経歴、知識、能力

・飛行状態、周辺状況の監視確認の
項目や頻度

・飛行継続・中止の判断基準や手順

・荷物の落下防止対策
・着陸や荷物取卸し地点の把握

着陸・
荷物取
卸し時

・機体・装備品の信頼性
・通信の信頼性
・飛行経歴、知識、能力

・着陸や荷物取卸し地点の安全
確保

・荷物の受渡し方法

常時

・点検・整備の項目・方法・時期・頻度
・訓練の項目・方法・時期・頻度
・経路設定や空域分離の方法
・ＵＴＭやドローンポート等必要な設備

・非常時の被害者救済を実現するた
めの保険のあり方

・機体の輸送基準
・荷物輸送に対する免責・保険

物流分科会のとりまとめ（案）
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【機密性２】
検討スケジュール

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

無人航空機の目視外及び第
三者上空等での飛行に関す
る検討会

第１回 9/1 第２回 10/10
第３回 10/16

★ ★

物流分科会（当会議） 第１回 10/4 ★ ★

【参考】
物流に関する
実証実験・イベント等

［国交省］
9/6 ドローン
ポートシステ
ム実証実験
（伊那市）

［ＪＵＴＭ］
10/25-26 Ｕ
ＴＭプロトタイ
プ試験予定
（福島ロボッ
トテストフィー
ルド）

［国交省］
11月頃 ド
ローン
ポートシス
テム実証
実験予定
及び連絡
会

［国交省］
2月頃 ド
ローンポー
ト連絡会

基本要件、空域分離の要件検討 基本要件、空域分離の要件取りまとめ

有人機等と空域共有の論点整理

第三者上空飛行の論点整理

２地点間・単機運航、及び
２地点間・複数機運航の
基本要件の取りまとめ

多地点間・複数機運航、
災害時等における運航、及び
第三者上空飛行の論点整理

３


